
トピックス

忍
者
な
ど
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
ま
せ
ん
か

三
重
大
学
伊
賀
連
携
フ
ィ
ー
ル
ド　
市
民
講
座

◆
２
０
２
０
年
度
後
期　
忍
者
・
忍
術
学

講
座
「
忍
者
研
究
最
前
線
」

【
開
催
形
式
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
講
座
は
「
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」

に
よ
る
動
画
配
信
で
開
催
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
三
重
大
学
国
際
忍

者
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
と
き
・
内
容
】

○
第
１
回　
10
月
24
日
㈯

　
「
忍
者
の
天
気
予
報
」

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
名
古
屋
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー

　
岡
安　
里
美
さ
ん

○
第
２
回　
11
月
28
日
㈯

　
「
紀
州
徳
川
の
忍
術
二
流

│
名
取
流
と
橋
爪
流
│
」

　
国
際
忍
者
学
会

　
会
長　
中
島　
篤
巳
さ
ん

○
第
３
回　
12
月
５
日
㈯

「
”忍
者
の
通
信
手
段
？“
│
「
炙
り
出

し
」へ
の
現
代
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
│
」

　
三
重
大
学
産
学
官
連
携
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
加
藤　
進
さ
ん

○
第
４
回　
令
和
３
年
１
月
９
日
㈯

「
観
光
と
忍
者
史
跡
を
ど
う
結
ぶ
か

│
五
右
衛
門
塚
を
事
例
と
し
て
│
」

三
重
大
学
地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学

研
究
科
院
生　
三
橋　
源
一
さ
ん

○
第
５
回　
令
和
３
年
２
月
20
日
㈯

「
戦
国
の
忍
び
を
考
え
る
│
永
禄
五
年

葛
西
城
忍
び
乗
取
作
戦
│
」

　
埼
玉
県
立
嵐
山
史
跡
の
博
物
館

　
学
芸
員　
岩
田　
明
広
さ
ん

○
第
６
回　
令
和
３
年
３
月
20
日（
土
・
祝
）

「
三
重
大
学
国
際
忍
者
研
究
セ
ン
タ
ー

全
国
忍
者
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査
報
告
」

　
三
重
大
学
国
際
忍
者
研
究
セ
ン
タ
ー

　
研
究
員　
池
ノ
谷　
匡
祐
さ
ん

◆
伊
賀
忍
者
古
文
書
講
座

※
古
文
書
に
使
わ
れ
て
い
る
く
ず
し
字

に
初
め
て
接
す
る
人
で
も
全
６
回
の

講
座
を
受
講
す
れ
ば
、
ひ
と
と
お
り
の

文
章
が
読
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
と　
き
】

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

○
第
１
回　
10
月
19
日
㈪

○
第
２
回　
11
月
16
日
㈪

○
第
３
回　
12
月
21
日
㈪

○
第
４
回　
令
和
３
年
１
月
18
日
㈪

○
第
５
回　
令
和
３
年
２
月
15
日
㈪

○
第
６
回　
令
和
３
年
３
月
15
日
㈪

【
と
こ
ろ
】

　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
３
階

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
講
座
を
ウ
ェ
ブ
会
議
ア
プ
リ

「
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
」
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
講　
師
】

　
三
重
大
学
国
際
忍
者
研
究
セ
ン
タ
ー

　
准
教
授　
高
尾　
善
希
さ
ん

【
参
加
費
】

　
全
６
回　
３
，０
０
０
円（
資
料
代
な
ど
）

※
欠
席
の
場
合
の
返
金
は
し
ま
せ
ん
。

【
定　
員
】　
20
人

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
上
野
商
工
会
議
所　
☎
21
・
０
５
２
７

◆
英
語
講
座

　
「
文
学
で
旅
す
る
ア
メ
リ
カ
」

※
翻
訳
も
あ
り
ま
す
の
で
、
英
語
に
自
信

が
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。

【
と　
き
】

※
い
ず
れ
も
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

○
第
１
回　
10
月
２
日
㈮

○
第
２
回　
11
月
13
日
㈮

○
第
３
回　
12
月
４
日
㈮

○
第
４
回　
令
和
３
年
１
月
22
日
㈮

○
第
５
回　
令
和
３
年
２
月
12
日
㈮

○
第
６
回　
令
和
３
年
３
月
12
日
㈮

【
と
こ
ろ
】

　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
３
階

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
講
座
を
ウ
ェ
ブ
会
議
ア
プ
リ

「
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
」
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
講　
師
】

　
三
重
大
学
教
養
教
育
院

　
教
授　
小
田　
敦
子
さ
ん

【
参
加
費
】

　
全
６
回　
３
，０
０
０
円（
資
料
代
な
ど
）

※
欠
席
の
場
合
の
返
金
は
し
ま
せ
ん
。

【
定　
員
】　
20
人

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
上
野
商
工
会
議
所　
☎
21
・
０
５
２
７

※
市
民
講
座
に
参
加
す
る
際
に
は
、
体

調
管
理
に
留
意
し
、
会
場
で
は
手
指

の
消
毒
、マ
ス
ク
の
着
用
、ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
な
ど
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
総
合
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
２
３　
℻  
22
・
９
６
７
２　

sougouseisaku@
city.iga.lg.jp

人
権
啓
発
地
区
草
の
根
運
動
推
進
会
議

皆
さ
ん
の
地
域
で
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

【
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
８
３　
℻  
22
・
９
６
８
４　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

トピックス　
人
権
啓
発
地
区
草
の
根
運
動
推
進
会
議

は
、
皆
さ
ん
の
人
権
意
識
を
高
め
る
活
動

を
地
域
の
隅
々
ま
で
行
い
、
明
る
い
地
域

を
つ
く
る
た
め
に
、
上
野
支
所
管
内
の
住

民
自
治
協
議
会
単
位
で
設
置
し
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
人
権
に
関
す
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

　
「
差
別
を
し
て
い
な
い
し
、
差
別
さ
れ

て
も
い
な
い
し
、
私
は
人
権
問
題
と
関
係

が
な
い
。」「
周
り
で
人
権
侵
害
が
な
い
か

ら
考
え
る
必
要
は
な
い
。」
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。

　
「
人
権
」
は
と
て
も
身
近
な
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
地
区
の
会
議
な
ど
で
、
女
性
だ

け
が
出
席
者
に
出
す
お
茶
の
準
備
を
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
地
域
で
一
緒
に
暮
ら
す
外
国
に

ル
ー
ツ
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
は
じ
め

か
ら
「
あ
の
人
は
外
国
の
人
だ
か
ら
日
本

語
が
通
じ
な
い
」
と
決
め
つ
け
て
い
ま
せ

ん
か
。

　
こ
れ
ら
は
無
意
識
の
う
ち
に
「
女
性
だ

か
ら
」「
外
国
人
だ
か
ら
」
と
い
う
固
定

的
な
意
識
が
働
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
無
意
識
の
う
ち
に
あ
る
固

定
観
念
が
、
差
別
と
い
う
人
権
侵
害
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
は
、
そ
こ
に
住
む
一
人
ひ
と
り
が

集
ま
っ
て
社
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

で
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
人
権
啓
発
地
区
草
の
根
運
動
推
進
会
議

の
取
り
組
み
】

◆
人
権
パ
ネ
ル
展
示

　
人
権
講
演
会
や
ち
く
こ
ん
、
地
域
の

文
化
祭
な
ど
に
あ
わ
せ
て
、
人
権
に
関

す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

◆
人
権
講
演
会
の
開
催

　
人
権
課
題
に
気
づ
く
き
っ
か
け
と
し

て
、
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。

◆
人
権
問
題
地
区
別
懇
談
会（
ち
く
こ
ん
）

　
の
開
催

　

人
権
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

住
民
同
士
で
話
し
合
い
ま
す
。
率
直
な

意
見
交
換
の
ほ
か
、
日
常
の
困
り
ご
と

な
ど
を
聞
い
た
り
話
し
た
り
す
る
こ
と

で
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図
れ
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
問
題
は
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
存
在

し
、
決
し
て
無
視
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
継
続
は
力

な
り
」
の
心
で
、
ま
ず
は
日
頃
の
学
習
や
啓
発
か
ら
気
づ
き
を

得
る
機
会
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
で
開
か
れ
る
人
権
講
演
会
や
ち
く
こ
ん
に
参
加
し

て
、
ま
ず
は
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ひ
と
り
で
は
解
決
で
き
な
い
人
権
課
題
も
、
身
近
な
問
題
と
し
て
皆
で
考
え
る
こ
と

で
解
決
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
草
の
根
の
よ
う
な
根
強
い
人
権
文
化
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

人
権
啓
発
地
区
草
の
根
運
動
推
進
会
議
連
絡
会　
会
長　
南　
徹
雄

な
ぜ
、
地
域
で
人
権
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
？

根
強
い
人
権
文
化
を

▼この日はDVDを見て、感想や意見
を出し合い、人権について考えを深
めました。
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12
日
㈮

○
第
６
回　
令
和
３
年
３
月
12
日
㈮

【
と
こ
ろ
】

　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
３
階

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
講
座
を
ウ
ェ
ブ
会
議
ア
プ
リ

「
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
」
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

に
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
講　
師
】

　
三
重
大
学
教
養
教
育
院

　
教
授　
小
田　
敦
子
さ
ん

【
参
加
費
】

　
全
６
回　
３
，０
０
０
円（
資
料
代
な
ど
）

※
欠
席
の
場
合
の
返
金
は
し
ま
せ
ん
。

【
定　
員
】　
20
人

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

　
上
野
商
工
会
議
所　
☎
21
・
０
５
２
７

※
市
民
講
座
に
参
加
す
る
際
に
は
、
体

調
管
理
に
留
意
し
、
会
場
で
は
手
指

の
消
毒
、マ
ス
ク
の
着
用
、ソ
ー
シ
ャ

ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
な
ど
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
総
合
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
２
３　
℻  
22
・
９
６
７
２　

sougouseisaku@
city.iga.lg.jp

人
権
啓
発
地
区
草
の
根
運
動
推
進
会
議

皆
さ
ん
の
地
域
で
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

【
問
い
合
わ
せ
】　
人
権
政
策
課

　
☎
22
・
９
６
８
３　
℻  
22
・
９
６
８
４　

jinken-danjo@
city.iga.lg.jp

トピックス　
人
権
啓
発
地
区
草
の
根
運
動
推
進
会
議

は
、
皆
さ
ん
の
人
権
意
識
を
高
め
る
活
動

を
地
域
の
隅
々
ま
で
行
い
、
明
る
い
地
域

を
つ
く
る
た
め
に
、
上
野
支
所
管
内
の
住

民
自
治
協
議
会
単
位
で
設
置
し
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
人
権
に
関
す
る
取
り
組
み

を
し
て
い
ま
す
。

　
「
差
別
を
し
て
い
な
い
し
、
差
別
さ
れ

て
も
い
な
い
し
、
私
は
人
権
問
題
と
関
係

が
な
い
。」「
周
り
で
人
権
侵
害
が
な
い
か

ら
考
え
る
必
要
は
な
い
。」
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。

　
「
人
権
」
は
と
て
も
身
近
な
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
地
区
の
会
議
な
ど
で
、
女
性
だ

け
が
出
席
者
に
出
す
お
茶
の
準
備
を
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
ま
た
、
地
域
で
一
緒
に
暮
ら
す
外
国
に

ル
ー
ツ
の
あ
る
人
に
対
し
て
、
は
じ
め

か
ら
「
あ
の
人
は
外
国
の
人
だ
か
ら
日
本

語
が
通
じ
な
い
」
と
決
め
つ
け
て
い
ま
せ

ん
か
。

　
こ
れ
ら
は
無
意
識
の
う
ち
に
「
女
性
だ

か
ら
」「
外
国
人
だ
か
ら
」
と
い
う
固
定

的
な
意
識
が
働
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
こ
う
い
っ
た
無
意
識
の
う
ち
に
あ
る
固

定
観
念
が
、
差
別
と
い
う
人
権
侵
害
を
引

き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
地
域
は
、
そ
こ
に
住
む
一
人
ひ
と
り
が

集
ま
っ
て
社
会
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

で
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
人
権
啓
発
地
区
草
の
根
運
動
推
進
会
議

の
取
り
組
み
】

◆
人
権
パ
ネ
ル
展
示

　
人
権
講
演
会
や
ち
く
こ
ん
、
地
域
の

文
化
祭
な
ど
に
あ
わ
せ
て
、
人
権
に
関

す
る
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

◆
人
権
講
演
会
の
開
催

　
人
権
課
題
に
気
づ
く
き
っ
か
け
と
し

て
、
講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を

開
催
し
ま
す
。

◆
人
権
問
題
地
区
別
懇
談
会（
ち
く
こ
ん
）

　
の
開
催

　

人
権
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
決
め
て
、

住
民
同
士
で
話
し
合
い
ま
す
。
率
直
な

意
見
交
換
の
ほ
か
、
日
常
の
困
り
ご
と

な
ど
を
聞
い
た
り
話
し
た
り
す
る
こ
と

で
コ
ミ
ュ
二
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図
れ
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
問
題
は
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
存
在

し
、
決
し
て
無
視
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
継
続
は
力

な
り
」
の
心
で
、
ま
ず
は
日
頃
の
学
習
や
啓
発
か
ら
気
づ
き
を

得
る
機
会
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
で
開
か
れ
る
人
権
講
演
会
や
ち
く
こ
ん
に
参
加
し

て
、
ま
ず
は
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
ひ
と
り
で
は
解
決
で
き
な
い
人
権
課
題
も
、
身
近
な
問
題
と
し
て
皆
で
考
え
る
こ
と

で
解
決
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
草
の
根
の
よ
う
な
根
強
い
人
権
文
化
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

人
権
啓
発
地
区
草
の
根
運
動
推
進
会
議
連
絡
会　
会
長　
南　
徹
雄

な
ぜ
、
地
域
で
人
権
を
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
？

根
強
い
人
権
文
化
を

▼この日はDVDを見て、感想や意見
を出し合い、人権について考えを深
めました。
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